
■ 開催主旨

国立研究開発法人 防災科学技術研究所では、

実際の災害対応において自治体への情報支援活動

等を行いながら、長年にわたり災害情報の共有・

利活用について研究を進めて参りました。

平成28年熊本地震、平成29年7月九州北部豪雨

をはじめ、令和元年にも多くの自然災害が発生し

ました。被災経験はどのように活かされているの

か。これからの災害対策はどうあるべきなのか。

地域の実状をしっかりと踏まえながら、災害情報

の共有と利活用という切り口で、皆様とともに議

論を深めて参りたいと思います。

また、防災科研の取組、ＳＩＰ４ＤやＩＳＵＴ

についてもご報告させていただきます。

皆さんのご参加をお待ち申し上げております。
■ 日時、場所

日時： 2020年1月24日(金) 13:00～18:15（受付開始12:30）

場所： 会議・研修施設ＡＣＵ－Ｈ 博多（紙与博多中央ビル6F、JR博多駅徒歩3分）

■ 参加予約：無料（要予約）

定員１００名（先着順）：下記のサイトからお申込みください。

https://risk.ecom-plat.jp/hp/200124sympo

■ 特別ゲスト 《基調講演》

熊本県 危機管理防災特別顧問 有浦 隆 様

福岡県 防災企画課長 藤田修司 様 ●問合せ先
国⽴研究開発法⼈防災科学技術研究所

防災情報研究部⾨
TEL: 029‐863‐7553 FAX: 029‐863‐7541

※諸事情により、登壇者は予告なく変更
する場合があります。

※プログラムは裏⽬に記載。
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第４回 官民合同会議 in 博多
災害に強い地域づくりに必要な情報共有と利活用とは？

～近年の地震災害・豪雨災害から学んだこと～

議 事 次 第

項目 内 容

【名称】 災害に強い地域づくりに必要な情報共有と利活用とは？

～ 近年の地震災害・豪雨災害から学んだこと ～

【主催】 国立研究開発法人 防災科学技術研究所 防災情報研究部門

【日時】 2020年1月24日(金) 13:00～18:15（受付開始12:30）

【会場】 会議・研修施設ＡＣＵーＨ（紙与博多中央ビル６階 JR博多駅徒歩３分）

【対象】 災害時の情報共有・利活用にご関心のある皆様

災害情報に関するビジネスを展開されている民間企業の皆様

防災全般にご関心のある方

【概要】 13:00 開始

代表者挨拶

13:05～14:25【第１部】基調講演

（特別ゲスト）熊本県 危機管理防災特別顧問 有浦 隆 様

福岡県 防災企画課長 藤田修司 様

（15分休憩）

14:40～15:40【第２部】防災科研の取組

ＳＩＰ４Ｄの概要 主幹研究員 花島誠人

ＳＩＰ４Ｄによる広域情報連携 主幹研究員 伊勢 正

15:40～16:10 ポスターセッション、ティーブレイク

16:10～18:00【第３部】徹底討論！

（特別企画） どうすれば、地域の防災力を醸成させることができるか？

（パネリスト）福岡県 防災企画課長 藤田修司 様

佐賀県 前 消防防災課副課長 副島尚史 様

長崎県 危機管理課長 近藤和彦 様

熊本県 危機管理監 厚地昭仁 様

大分県 防災危機管理監 福岡弘毅 様

宮崎県 危機管理統括監 藪田 亨 様

鹿児島県 危機管理防災課 参事 小田健治 様

沖縄県 防災危機管理課 副参事 大城 靖 様

防災科研ﾏﾙﾁﾊｻﾞｰﾄﾞﾘｽｸ評価研究部門長 藤原広行

（モデレータ）防災科研 防災情報研究部門 主幹研究員 伊勢 正

18:00～18:10 総括・閉会挨拶 防災情報研究部門長 臼田裕一郎

注）プログラムは予告なく変更される場合があります。


